
（中標津町開陽地域）

１ 課題の背景 *********************************************************************

○対象：ＴＭＲセンター構成員１５戸

２ 活動の経過 *********************************************************************

目標

ＴＭＲセンターの課題解決による地域生産力の維持・向上

①自給飼料増収技術の導入

サイレージ調製方法

の見直し

・開陽D.A.I、コン

トラの作業打合せ時
にサイレージ踏圧方

法を助言

雑草優先ほ場の早期収穫

・草地管理部会と関係機

関で植生を調査

・雑草優先ほ場をマッピ

ングし、収穫順番の前倒

しを提案

融雪材の散布実証

・新播草地で融雪材散

布を試行

・散布区と無散布区で
比較調査

サイレージ用とうもろ

こし品種選定

・安定栽培に向け、品

種比較試験ほを設置
・現地検討会で有望品

種を確認

増頭により
自給飼料が不足

①自給飼料増収技術の導入
自給飼料の品質向上と

必要量の確保が必要

飼料資材コストの

高止まり

ＴＭＲ製造原価を

抑制する取組が急務

②有機物を最大限活用し

た施肥体系づくり

従業員の雇用不安
雇用する側とされる

側の意思疎通を促進 ③ 従 業 員 定 着 へ の 取 組

②有機物を最大限活用した施肥体系づくり

スラリー・土壌を分析

・スラリーの簡易分析

を春、夏、秋で実施

・土壌分析（春・秋）

早春･1番後にスラリーを施用

・土壌分析結果とスラリーの簡
易分析結果に基づき、化学肥料
を適正に施肥（Ｒ５～）

草地モニタリングの実施

・草地管理部会が主体的とな

り２週間毎に定点調査を実践

散布区(4/12)

無散布区(4/12)

～Ｒ４ Ｒ５
スラリー 早春 － ２ｔ※1

１番後 － ２ｔ※2

２番後 ２～10ｔ ４ｔ
化学肥料 早春 35kg 25kg

１番後 15kg －
※1 5/15(草丈20cm以内)までに散布
※2 収穫直後に散布

鎮圧
ＯＫ

試験ほ
設置

課題 対応



３ 活動の成果 *********************************************************************

４ 今後の活動 ********************************************************************

スラリー利用体系の確立 従業員定着に向けた取組をサポート

・スラリーの有効活用に向けた取組 ・休暇等のリフレッシュや作業安全に係る取組導入

③従業員定着への取組

職務満足度分析を実施

・従業員6名に対
し、職務満足度分
析ツールを用い満
足度を調査

搾乳ロボット導入農場への作業状況調査

・優良事例を

作成し、今後

の参考情報に

①自給飼料増収技術の導入

サイレージ踏圧密度の向上

・Ｒ4年対比で

密度が１２５％
㎥(目標 150kg/ )

・サイレージの

廃棄が減少

雑草優先ほ場の早期収穫

・栄養価のばら

つきが少ない

融雪材散布効果

・散布区で収量増

・根浮きが減少

・年間作業に組み

込むか検討開始

サイレージ用とうもろこしの品種選定

・収量性、耐病性
耐倒伏性に優れる
品種を選定

②有機物を最大限活用して施肥体系づくり

安定収量の確保

・新たな施肥体系→収量確保

　→肥料コスト削減

モニタリング結果活用

・一部で発生した欠乏
症状→１番草後施肥で
早期に対応し解決へ

③従業員定着への取組

従業員の満足要因、不満足

要因が把握できた

・雇用側の適切な対応につ

ながった
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